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年
度
始
め
の
ご
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

支
援
課
長 

寺
町
清
二 

新
緑
の
候
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
年
度
に
あ
た
り
、
昨
年
度
の
当
所
に
お
け
る
事

故
及
び
事
故
に
繋
が
り
か
け
た
状
況
を
ま
と
め
、
外

部
の
方
に
報
告
・
助
言
を
伺
う
場
「
第
三
者
委
員
へ

の
報
告
会
」
を
六
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年

度
よ
り
、
五
代
儀
幸
司
氏
に
当
委
員
へ
就
任
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
五
代
儀
氏
と
の
最
初
の

出
会
い
は
、
約
二
十
年
前
に
開
催
さ
れ
た
「
も
も
た

ろ
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
全
国
で
の
先
進
的
取
組
み
を

紹
介
・
県
内
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
）
開
催
準

備
に
て
で
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
後
、
倉
敷
の
美
観
地

区
を
歩
き
つ
つ
学
ん
だ
ば
か
り
の
ピ
ー
プ
ル
フ
ァ

ー
ス
ト
と
い
う
言
葉
を
交
え
な
が
ら
、
五
代
儀
氏

に
、
利
用
者
支
援
・
福
祉
の
在
り
様
に
つ
い
て
色
々

と
尋
ね
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詳
細
は
覚
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
会
話
内
容
に
高
揚
感
が
高
ま
り
、
そ

の
当
時
の
自
分
に
も
取
組
め
る
こ
と
は
何
か
を
考

え
、
全
身
熱
く
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
二
十
年
。
法
制
度
、
諸
サ
ー
ビ
ス
等
多

く
の
も
の
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
利
用
者
の
意
向
を
伺
い
な
が
ら
利
用
者
主
体
の

支
援
・
施
設
づ
く
り
地
域
づ
く
り
は
昔
も
今
も
変
わ

ら
ず
大
切
な
こ
と
で
す
。
昨
今
、
成
年
後
見
制
度
に

て
意
思
決
定
支
援
の
重
要
さ
を
謳
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
の
意
向
（
日
頃
か
ら
の
言
葉
、
視
線
、

表
情
よ
り
）
を
踏
ま
え
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
昔
か
ら
先
輩
に
教
え
ら
れ
取
組
ん
で
き
た
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
二
十
年
と
い
う
歳
月
の
積

み
重
ね
が
、
ご
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
人
生
を
よ
り

意
識
し
た
関
わ
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
日
々
の
関
わ
り
、
時
の
流
れ
に
埋
没
し
て
、

見
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
々
あ
ろ
う
と
も
思

わ
れ
ま
す
。 

当
所
も
変
え
る
べ
き
こ
と
、
変
え
ず
に
引
き
継
ぐ

こ
と
を
吟
味
し
つ
つ
、
第
三
者
委
員
（
田
中
正
幸
氏
、

出
口
隆
一
氏
、
五
代
儀
幸
司
氏
）
の
ご
助
言
ご
鞭
撻

を
頂
き
な
が
ら
利
用
者
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

 

 

“
乞
う
ご
期
待
”
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

お花見会と春の写生

会 
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縁あって利用者の皆様とお会いして８年目を迎えます。初心に

返って皆様の「今」の健康面、情緒面に留意しながら気持に寄り

添い、笑顔で一日一日を大切にしたいと思います。昨年は、絵画

展を開催でき大変感動しました。今年は次の作品展への新たな一

歩。写生、大きな作品などに挑戦し、「描くって楽しい」を応援し

ていきたいです。わくわくする気持を忘れずに。（槌田） 

今年度から愛育寮本務、あかしや園兼務となりました。ですが、

引き続きご利用者さまの支援をさせていただきます。平成 19 年

4 月にあかしや園へ着任し、21 年 11 月デイあかしや開設のた

め異動（あかしや園兼務）、28 年 4 月にあかしや園へ戻り、30

年に再びあかしや園兼務となりました。長く関わらせていただい

ています。どうぞこれからもよろしくお願いいたします。（浅倉） 

 

デイあかしやのチーム力は素晴らしいものがあります。 

その中に今年も存在できる幸せを糧に、他の職員と連携を取り、

利用者の皆様の健康管理・健康支援を頑張ります。 

そして私生活では・・・長男ロスに負けず、私時間の充実を

図ります。（髙田） 

 

 

今年で３年目となりました。利用者さんも年齢を重ねて行く

中、より良い支援や活動を提供できるよう取り組んで行きたいと

思います。これからも安心して楽しく過ごしていただくために、

明るく笑顔の多いデイあかしやであり続けれるよう心がけて行

きたいです。（二神） 

 

 

デイあかしやへ勤務して今年５年目を迎えました。今年度の目

標は「柔らか」に。利用者の皆さまが、物作りに集中したり、ま

た気を緩めたりできるように気配りし、デイが居心地のよい場所

になればと思います。たくさんの笑顔が見られるように私自身柔

軟な心で皆様に寄り添っていこうと思います。（妹尾） 

 

 

月日の流れを早く感じます。利用者の方にとって「楽しいな」

「やって良かったな」など、1 年でどのくらいあるのだろうか？

と考えた時、事業所・自分自身の関わりで利用者の方の心を動か

せれる取り組みが行えたらと思います。平成 30年度もチーム一

丸となり頑張りたいと思います。（石井） 

 

勤務して半年が過ぎ、今年度よりご利用者皆さまの一日を通

しての活動を支援させていただくことになりました。皆様一人

ひとりの思いや気持ちを受け留め、活動に生かしていくことが

できるよう早く仕事に慣れたいと思っています。未だ駆け出し

ですが、精一杯頑張りますのでよろしくお願いします。（河嶋） 

 

「人間万事塞翁が馬」人生何が幸いするかわかりません。昨年休

暇中に右手首骨折をしてしまい職員、利用者の方に多大なご迷惑

をおかけしました。以前は利用者の方にデイあかしやに来て元気

になってもらいたいとか、笑顔になってもらいたいなどと言って

いた私ですが、元気と笑顔をもらっていたのは私の方であると痛

感しました。大好きな皆様と明るく・楽しく・元気に健康で頑張

りたいと思います。（西井） 
利用者の皆さんがワクワクするような活動、楽しいと思える

ような行事を提供していきたいと思います。昨日度より笑顔の

多いデイあかしやになる様に職員の皆と協力し、明るく、楽しい

環境を作っていけたらと思っています。（片山） 

 

３月のお疲れ様会では、あかしや園に全員集まり、回転ずしをいただきました。 

「よ～食べた！」と満足そうな河本欣阜さん。「まだ食べれるよ！」とお寿司大好き

河本弘子さん。「久しぶりに食べた～」と笑顔の加藤さん。「海老食べた」と喜ばれる 

大岡さん。「全部おいしかったよ」と嬉しそうな渡辺さん。「来年も食べたいな」と期待

する青木さん。会食後は職員扮する“スギック”のマジックショーで盛り上がり、楽し

いひと時を過ごしました。（二神） 

 

異 動

度 4

月 よ

り 異

動 し

ま し

た！ 

ドライブ外出の光景！！ 

平成 30 年度もあかしや園利用者は 2 名で

スタートしました。2 名はそれぞれに平日は

通所介護（デイサービス）へ通われ、土日は愛

育寮利用者とあかしや園で過ごされます。2

名とも足元の不安がありますが、それぞれの

デイサービスや愛育寮の職員とともに、安全

に過ごしていただけるよう努めています。 

1 月にはあかしや園玄関横の階段にスロー

プを設置する工事を行いました。28年度の廊

下手摺り設置工事と併せて、ハード面でも安

全性の向上に努めてまいります。（浅倉） 

 

５年間デイあかしやにて週に

１回の勤務をさせて頂き、ありが

とうございました。皆様と仲良く

過ごせた時間と深い経験は私に

とって大切な糧となりました。今

後は愛育寮の勤務のみとなりま

すが、これまでと同じく今後とも

宜しくお願い致します。（杉卓也） 

誰よりも 明るく 

誰よりも 楽しく 

誰よりも 元気に 
 

そして、とにかく前を向いて、いつも大きな笑顔で 
（施設長 小林） 

 

昨年度、利用者さん・職員の方々におかれまして、誰一人とし

てインフルエンザにかかりませんでした。健康に配慮した活動

や日々の笑いの効用を信じてやみません。今年も同様に。（寺町） 

 

毎
月
、
季
節
に
ち
な
ん
だ
祭
事
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
の
幅
も
皆
さ
ん
に

お
聞
き
し
な
が
ら
広
げ
て
い
ま
す
！ 


